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	１．はじめに
	２．人体解剖実習と献体について
	３．他大学での不祥事と日本解剖学会の提言
	４．ステンレスタグを用いた遺体の管理
	これまで本学では献体番号を記入した木札で遺体を管理してきたが、提言を受け令和2年度より番号を打刻したステンレスタグの併用を開始した。
	遺体の搬入後、防腐処置を行うために棺から遺体を出した最初の段階で右足小指にステンレスタグを、左足親指に木札を結び付ける。その後、遺体の保存中から、実習を開始するために遺体を実習室の解剖台へ移動する際、実習期間中、実習終了時の納棺時、火葬の際といかなる時でもステンレスタグは遺体から取り外さず管理する。
	ステンレスタグの寸法は25×54mm、厚さ1mmで、材質はSUS（ステンレス鋼）である。防腐液による水分が存在する状態で平均1～2年保管するため錆びにくいものを採用した。使用にあたっては献体番号を上下に2箇所、1字ずつ金槌で打刻する。木札と異なり火葬後も献体番号が判読可能であり、遺体取り違え策として有効である。

	５．課題と今後の取り組み

